
 

 

 

１．動画概要 

都営交通の情報発信プロジェクト「PROJECT TOEI」の一環として、歌舞伎とコラボし

たWeb 動画「KABUKI UNDERGROUND」を本日公開しました。 

本動画では、5500形が浅草線沿線とゆかりのある歌舞伎の隈取りを現代風にアレンジ

し、凛々しく躍動感あるデザインとしたことから、今注目の若手歌舞伎俳優、中村壱太郎

さんにご出演いただき、歌舞伎の代表的な「獅子物」の舞とともに、5500 形の登場を印

象的にアピールします。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）動画タイトル 

「KABUKI UNDERGROUND」（カブキ アンダーグラウンド） 

（２）公開 URL 

    http://project-toei.jp/topics/pr_movie/180523_135901.html 

（３）出演者 

＜獅子＞中村壱太郎（なかむらかずたろう） 

＜胡蝶＞上村紳太郎（うえむらしんたろう）、市村大雅（いちむらたいが） 

（４）中村壱太郎さんプロフィール/コメント 

平成２（1990）年生まれ。東京都出身。 

中村鴈治郎の長男。祖父は坂田藤十郎。母は吾妻徳穂。 

平成３（1991）年 11 月京都南座『廓文章』の藤屋手代で初お目見得。

平成７（1995）年 1 月大阪中座『嫗山姥』の一子公時で初代中村壱太

郎を名のり初舞台。平成１９（2007）年に史上最年少の 16 歳で大曲

『鏡獅子』を踊る。平成２２（2010）年 3 月京都南座で『曽根崎心中』

のお初という大役に役柄と同じ 19 歳で挑む。現在、女方を中心に歌舞

伎の舞台に精進しつつ、ラジオやテレビなどにも活動の場を広げている。

平成２６（2014）年９月に日本舞踊の吾妻流七代目家元吾妻徳陽を襲

名。平成２８（2016）年８月新海誠監督作品、映画「君の名は。」  

          ではヒロイン・三葉と四葉の姉妹が舞う巫女の奉納舞を創作。 

          （公式 HP：http://kazutaronakamura.jp/） 

＜コメント＞ 

「都営浅草線の通っている東銀座駅は歌舞伎座に直結していることもあり、今回 

  の新車両の PR 動画のお話をいただいた時にはご縁を感じ大変に嬉しく思いまし 

  た。まさか線路の上で踊るとは思ってもおらず驚きでしたが、歌舞伎の隈取りの 

  化粧をイメージした新車両と勇壮な獅子の毛振りとのコラボレーションは迫力 

  満点です。」 

別 紙 

http://project-toei.jp/topics/pr_movie/180523_135901.html
http://kazutaronakamura.jp/


 

 

 

（５）協力 

  松竹株式会社 

 

 

２．動画ストーリー 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（参考）撮影風景写真 

馬込車両検修場にある整備用の軌道上にて、特別な舞台を設置し撮影しました。撮影に際

しては実際に歌舞伎の舞台で使用している衣裳や小道具を特別にご用意いただき、本格的

な歌舞伎の舞台となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所は歌舞伎座、 

そして浅草線東銀座駅。 

２匹の蝶がふわふわと飛びながら 

地下への階段を降りていきます。 

 

 

 

 

タイトル 

「KABUKI UNDERGROUND」 

地下にはたくさんの提灯がぶ

ら下がった不思議な舞台が。そ

こでは人の子に化けた蝶が舞

を披露しています。 

するとそこに獅子が現れます。

5500 形のフェイスとクロスし

ながら、獅子の舞を披露。 

そして獅子物最大の見所「毛振

り」とともにクライマックス

へ。 

5500 形と獅子がフラッシュの

ようにクロスしながら、最後に

「TYPE 5500 DEBUT」と締

めくくります。 


